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今
回
新
任
並
び
に
退
任
さ
れ
た
常
議
員
、
議
員
は
次
の
方
々

で
す
。

　
常
議
員　

㈱
ト
ッ
プ
ラ
イ
ズ

議　

員　

㈱
坂
電
工
業

議　

員　

㈱
満
日
製
作
所

常
議
員　

議　

員　

　

10
月
14
日

（火）
、
新
潟
・
亀

田
・
新
津
の
３
商
工
会
議
所

会
頭
は
令
和
８
年
度
の
新
潟

市
政
に
対
す
る
政
策
要
望
書

を
中
原
八
一
市
長
宛
に
提
出

し
ま
し
た
。

　

３
商
工
会
議
所
共
通
の
要

望
で
は
、
原
材
料
費
や
人
件

費
高
騰
へ
の
価
格
転
嫁
支
援
、

地
震
被
災
事
業
所
へ
の
継
続

支
援
、
新
潟
空
港
路
線
の
維

持
・
拡
大
、
新
潟
駅
周
辺
整

備
の
早
期
完
成
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

　

当
所
か
ら
の
個
別
要
望
は
、

前
田
会
頭
よ
り
秋
葉
区
（
新

津
地
域
）
の
地
域
経
済
再
生

と
将
来
像
を
見
据
え
た
要
望

を
「
ま
ち
な
か
再
生
」「
定
住

人
口
促
進
」「
交
流
人
口
拡
大
」

の
観
点
か
ら
行
い
ま
し
た
。

　

「
ま
ち
な
か
再
生
」
で
は
、

Ｊ
Ｒ
新
津
駅
前
に
計
画
す
る

新
会
館
を
地
域
活
性
化
の
交

流
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
、

市
独
自
の
補
助
金
支
援
を
強

く
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
若

者
が
中
心
と
な
り
、
ま
ち
な

か
再
生
や
人
口
増
加
に
取
り

組
む
「
に
い
つ
ま
ち
づ
く
り

会
議
」
の
活
動
継
続
に
向
け

て
市
の
行
政
支
援
を
要
請
し

ま
し
た
。

　

「
定
住
人
口
促
進
」
で
は
、

地
域
の
安
心
・
活
力
の
基
盤

づ
く
り
を
重
要
な
テ
ー
マ
と

し
、
食
料
生
産
基
地
構
想
な

ど
に
よ
る
新
工
業
団
地
の
造

成
と
官
民
一
体
の
企
業
誘
致
、

新
津
西
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
双
方
向
化
に
よ

る
物
流
利
便
性
向
上
、
景
観

や
防
災
の
観
点
か
ら
空
き
家

課
税
制
度
の
創
設
も
視
野
に

入
れ
た
空
き
家
対
策
の
強
化

を
市
に
求
め
ま
し
た
。

　

「
交
流
人
口
拡
大
」
で
は
、

新
津
の
歴
史
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
活
か
し
た
観
光
振
興

と
し
て
、
地
域
の
悲
願
で
あ

る
新
津
鉄
道
資
料
館
の
駅
前

移
転
を
要
望
し
、「
鉄
道
の
ま

ち
に
い
つ
」
の
復
活
に
向
け
、

ま
ち
な
か
活
性
化
と
交
流
人
口

拡
大
の
起
爆
剤
と
し
て
継
続

的
な
支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

当
所
は
今
後
も
新
潟
市
と

緊
密
に
連
携
し
、
秋
葉
区
を

は
じ
め
市
全
体
の
経
済
発
展

と
中
小
企
業
の
持
続
的
成
長

に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 
 

10
月
21
日

（火）
、
一
般
社
団

法
人
新
潟
県
商
工
会
議
所
連

合
会
は
花
角
英
世
新
潟
県
知

事
に
対
し
、
令
和
８
年
度
予

算
編
成
に
向
け
た
産
業
振
興

施
策
に
関
す
る
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
県
内
16
商
工

会
議
所
の
総
意
を
携
え
、
地

域
経
済
を
支
え
る
中
小
・
小

規
模
事
業
者
へ
の
支
援
拡
充

と
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と

し
て
の
商
工
会
議
所
機
能
の

維
持
・
強
化
を
強
く
訴
え
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
要
望
書
で
は
、
県

政
へ
の
感
謝
を
示
し
つ
つ
も
、

地
域
経
済
の
縮
小
傾
向
に
よ

り
商
工
会
議
所
の
財
政
基
盤

が
脆
弱
化
し
て
い
る
現
状
を

指
摘
し
、
中
小
・
小
規
模
事
業

者
の
経
営
支
援
を
担
う
商
工

会
議
所
の
機
能
維
持
が
「
地

域
経
済
の
生
命
線
」
で
あ
る

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
経
営
指
導

員
な
ど
専
門
人
材
の
安
定
確

保
に
向
け
た
設
置
定
数
基
準

の
見
直
し
や
事
務
局
長
設
置

費
の
安
定
的
確
保
を
求
め
る

と
と
も
に
、
当
所
会
頭
か
ら

は
、
補
助
対
象
職
員
の
定
年

延
長
・
撤
廃
を
要
請
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
相
談
・
交

流
・
防
災
拠
点
と
し
て
の
機

能
を
果
た
す
た
め
に
商
工
会

館
整
備
費
へ
の
県
独
自
の
支

援
制
度
や
国
へ
の
働
き
か
け

を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
要
望
は
商
工
会
議

所
へ
の
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
向
け

施
策
の
「
量
と
質
」
両
面
で
の

拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

 
 

国
際
情
勢
の
変
化
を
踏
ま

え
た
原
材
料
高
騰
対
策
と
し

て
、
仕
入
価
格
上
昇
分
へ
の

補
助
強
化
や
国
内
調
達
支
援

を
新
規
項
目
と
し
て
盛
り
込

み
ま
し
た
。
ま
た
、
深
刻
化

す
る
人
手
不
足
・
コ
ス
ト
高

に
対
応
す
る
生
産
性
向
上
支

援
（
Ｉ
Ｔ
導
入
・
省
力
化
投

資
）
の
補
助
拡
充
も
新
た
に

要
請
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
物

価
高
へ
の
対
応
と
し
て
価
格

転
嫁
支
援
や
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
拡
大
へ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
強
化
を

求
め
て
取
引
適
正
化
の
推
進

を
図
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
要
望
書
に
は

「
事
業
承
継
支
援
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
」
「
脱
炭
素
・
省
エ

ネ
設
備
導
入
補
助
の
拡
充
」

「
建
設
業
の
活
性
化
（
公
共
工

事
費
の
拡
大
・
早
期
発
注
・

地
元
優
先
発
注
）
」
「
海
外
販

路
開
拓
な
ど
販
路
支
援
の
強

化
」
「
女
性
・
若
年
層
の
地
域

定
着
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
」

「
原
子
力
立
地
地
域
の
地
域

振
興
」
「
日
本
海
沿
岸
東
北

道
・
磐
越
道
４
車
線
化
、
新
潟

空
港
・
港
湾
機
能
強
化
」
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
提
言
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
要
望
は
、
地
域
経

済
の
持
続
的
成
長
と
県
民
生

活
の
安
心
・
安
全
を
支
え
る

た
め
の
重
要
な
政
策
提
言
に

な
り
ま
す
。
当
所
と
し
て
も
、

今
後
と
も
県
商
工
会
議
所
連

合
会
と
連
携
し
、
要
望
実
現

に
向
け
粘
り
強
く
働
き
か
け

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
潟
市
及
び
新
潟
県
へ
の

要
望
は
、
新
年
度
の
予
算
編

成
を
前
に
例
年
こ
の
時
期
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
要
望
書

全
文
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

地
域
経
済
の
活
力
向
上
に
向
け
て
！

    

令
和
８
年
度
の
新
潟
市
及
び
新
潟
県
の

              

産
業
政
策
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

【
新
潟
市
へ
の
要
望
】

【
新
潟
県
へ
の
要
望
】
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「niitsu ポキパス 2025Autumn」 開催中！
11/30（日）まで



制度名 貸付限度額 使途 返済期間 申込先利率

2,000万円
運転
設備

１０年以内経営改善貸付

日 

本 

政 

策 

金 

融 

公 

庫

※経営改善貸付は、無担保・無保証人融資制度です｡(通称：マル経融資）
融資対象者は、下記の要件を全て満たした方のみとなります。
①原則として６ヶ月以上、商工会議所の経営指導を受けている方
②最近１年以上、新潟市秋葉区(新津地域)内で事業を営んでいる方
③常時使用する従業員が商業・飲食業・サービス業では５人以下（宿泊業及び娯
楽業は２０人以下）、製造業・その他業種では２０人以下の法人・個人事業主の方
④所得税、法人税等の納期到来分の税金を完納されている方
〈特例〉賃上げ貸付利率特例制度の対象者は、創業後３ヶ月以上の事業者であって、
雇用者給与等支給額の総額が最近の決算期と比較して2.5%以上増加する見込みが
ある事業者に限ります。

新
津
商
工
会
議
所

2.00％
※特例：1.5％
（当初２年間） 

日
本
政
策
金
融
公
庫

能　登　半　島　地　震
特 　 別 　 貸 　 付

各融資制度の
限度額に6,000
万円を加えた額

令和６年能登半島地震による被災によって生じた損害を復
旧するために必要な設備資金および運転資金。または災害
に伴う社会的要因等により必要とする設備資金および運転
資金。

１５年以内
２０年以内

運転
設備

①被害証明書等の発行を受け
　た方
【3,000万円まで】
当初3年間：基準利率－0.9％
3年経過後：基準利率－0.5％
【3,000万円超】
基準利率－0.5％
②上記以外の方
各制度に定められた利率



令和７年11月４日現在


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



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
















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　100事業所（有効回答数95社、回答率95％）
　2025年7～9月期実績 及び 2025年10～12月期の見通し

　今回の調査における全業種の業況DI値（実績）｢△43.2｣｡これは前期 (2025年4月～6月期の 
｢△53.6｣からマイナス幅が縮小しており､景気全体としては依然として厳しい水準にあるも
のの､厳しさがわずかに緩和された状況が見られた｡
　一方､売上高DI値（実績）において製造業が｢25.0｣､ サービス業が｢11.1｣とプラスを記録し
ており､相対的に回復傾向が見られる業種も存在する｡
　全業種を通じたその他のDI値では前期と比較し､従業員数DIが｢△9.5｣とマイナスに転じ､ 
雇用面での厳しさが増していることがうかがえる｡
　また､仕入単価DIは｢△69.5｣と高いマイナス値を示し､コスト上昇圧力が継続しているこ
とがわかる｡
　経営課題としては､ ｢仕入単価の上昇｣ (49件）が全業種を通じて最多の大きな問題として
挙げられており､ 引き続きコスト高が最大の懸念事項である｡ 次いで｢人件費の増加・圧迫｣
(38件)､ ｢需要の停滞｣(32件)と続き､ コスト高と需要低迷の板挟みが地域経済に重くのしか
かる状況が浮き彫りとなった｡
　価格高騰による企業活動への影響については､ 65%の事業所が｢影響は継続している｣と回
答しており､ 影響の持続性が認められる｡ そのほか､ ｢設備の不足・老朽化｣(20件)や｢原材料
費・人件費以外の経費増加｣(19件)といっ
た項目も､ 企業経営における主要な課題
として挙がっている｡ ＤＩ値

　

「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」（
以
下
、「
計
画
」
）
と

は
、
中
小
企
業
が
自
社
の
災
害
リ
ス
ク
等
を
認
識

し
、
防
災
・
減
災
対
策
の
第
一
歩
と
し
て
取
り
組

む
た
め
に
、
必
要
な
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
、

現
在
及
び
将
来
的
に
行
う
災
害
対
策
な
ど
を
記
載

す
る
も
の
で
す
。
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
は
、

防
災
・
減
災
設
備
に
対
す
る
税
制
措
置
、
低
利
融

資
、
補
助
金
の
加
点
措
置
等
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

 

・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
活
用

　

(

Ｈ
Ｐ
や
名
刺
等
で
認
定
の
Ｐ
Ｒ
が
可
能)

 

・
低
利
融
資
等
の
金
融
支
援

 

・
防
災
・
減
災
設
備
に
対
す
る
税
制
措
置

 

・
補
助
金
の
加
点
措
置

 

・
中
小
企
業
庁
Ｈ
Ｐ
で
の
認
定
企
業
公
表

１
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
低
利
融
資　
　

　

(

Ｂ
Ｃ
Ｐ
資
金)

２
、 

中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
特
例

３
、 

中
小
企
業
投
資
育
成
株
式
会
社
法
の
特
例

４
、 

日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
ス
タ
ン
バ
イ
・

　
　

ク
レ
ジ
ッ
ト

　

お
気
軽
に
当
所
経
営
指
導
員
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

27 1070

太陽光発電承ります
ご愛読ありがとうございます

新潟市秋葉区滝谷町3番21号
TEL
FAX

0250（22）2015
0250（22）2050

㈱新潟日報サポート
新津支店

NIC新津
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新潟薬科大学からのお知らせ
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

会員親睦ゴルフコンペが10月9日（木）、新津カントリークラブで
開催されました。
　当日は快晴に恵まれ、絶好のゴルフ日和で97名が参加されました。

表彰式は行わずに、前半９ホールによるペリア方式で開催しました。
　また新津カントリークラブ様、越後天然ガス様、はばたき信用組合
様、サンカントピュール様、新潟ジャンボゴルフ様、新潟県立植物園
様、会頭よりご協賛いただき、盛況の
うちに終了しました。
　上位入賞者は次の通り。
　　　 　　山田　道夫 さん
  　　  　 地濃　　豊 さん
　　　   　太田　　実 さん

  奥村　優子 さん

第１9回会員親睦ゴルフコンペを開催
　

新
津
商
工
会
議
所
で
は
、
新
潟
市
補
助
金
を

利
用
し
、
秋
葉
区
で
育
て
ら
れ
た
季
節
の
花
々

の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
商
店
街
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

商
店
街
に
設
置
さ
れ
た
美
し
い
プ
ラ
ン
タ
ー

を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
！
色
と
り
ど
り
の
花
々

が
、
街
を
一
層
華
や
か
に
彩
っ
て
い
ま
す
。
新

し
い
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ぜ
ひ
散
策
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
あ

り
読
み
取
っ
た
画
面
を

川
名
花
店
（
新
津
本
町

３
丁
目
）
で
提
示
す
る

と
お
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

期
間
は
12
／
26
ま
で
。

商
店
街
に
緑
を
！

商
店
街
に
緑
を
！

　
　

花
の
街
Ｐ
Ｒ
事
業

　
　

花
の
街
Ｐ
Ｒ
事
業

商
店
街
に
緑
を
！

商
店
街
に
緑
を
！

　
　

花
の
街
Ｐ
Ｒ
事
業

　
　

花
の
街
Ｐ
Ｒ
事
業

商
店
街
に
緑
を
！

　
　

花
の
街
Ｐ
Ｒ
事
業

<

月
極
契
約
の
空
き
状
況>
　

＊
Ｒ
７
／
10
／
30
現
在
＊

◇
本
町
３
丁
目

空
き
な
し　

(
月
額
７
，
１
５
０
円)

◇
本
町
４
丁
目

空
き
あ
り

(
月
額
５
，
５
０
０
円)

※

金
額
は
税
込
み

 
 

10
時
～
16
時 

 
(

土
日
祝
日
を
除
く)

　

新
津
観
光
協
会
で
は
、
今

年
度
、
大
型
の
枠
灯
篭
を
製

作
し
、
新
津
総
鎮
守
で
あ
る

堀
出
神
社
境
内
に
設
置
し
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
新
津
商
工
会
議
所

内
に
事
務
局
を
置
く
、
に
い

つ
ま
ち
づ
く
り
会
議
の
交
流

人
口
拡
大
分
科
会
が
昨
年
度

実
施
し
た
視
察
を
契
機
と
し

て
、
新
津
観
光
協
会
が
取
り

組
み
、
新
津
工
業
高
校
様
を

は
じ
め
、
秋
葉
区
自
治
協
議

会
様
、
堀
出
神
社
様
な
ど
多

く
方
々
か
ら
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
枠
灯
篭
は
、
神
奈
川

県
の
江
ノ
島
で
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
灯
篭
ま
つ
り
で
実

際
に
使
わ
れ
て
い
る
灯
篭
を

ベ
ー
ス
に
改
良
を
加
え
た
も

の
で
、
地
元
の
新
津
工
業
高

校
生
に
製
作
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
令
和
７
年
度

の
秋
葉
区
自
治
協
議
会
き
ら

め
き
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
も
採
択
さ
れ
、
初
年
度

は
34
台
（
デ
ザ
イ
ン
は
１
対

ず
つ
で
全
17
種
類
）
を
製
作

し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
開
始
日
の

９
月
25
日
に
は
、
堀
出
神
社

拝
殿
内
で
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
、
製
作
を
担
っ
た
新
津

工
業
高
校
生
を
は
じ
め
、
観

光
協
会
、
自
治
協
議
会
等
の

関
係
者
が
集
ま
り
、
今
後
の

事
業
の
発
展
と
安
全
を
祈
願

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
活
用
す
る
事
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。


